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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

「より良くなろう」の合言葉として
前述の考え方をもとに、「建設業進化論」というスローガンを考えました。現状を変え
ずに人びとの意識を変えようとするのではなく、今を見つめ、未来に向かって、もっと
進化していこうとすること。そうした私たちの姿勢を象徴する合言葉にしたいと思いま
した。

建設業は次のステージに向かうのだ、それを私たちが自ら実践していくのだ…という想
い。人びとに向けたメッセージであると同時に、私たち自身への誓いの言葉でもありま
す。この言葉とともに、力強く前に進んでいきたいと思います。

活動スローガン TOCHIKEN'S THEORY OF EVOLUTION

建設業進化論
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貢献?
「変える」ためには、「変わる」こと
高齢化が進行する中、建設業にとって人材の確保は重要な
課題です。その対策としては、見栄えが良い「広告」を行
うことも考えられます。しかし、そのような広告は巷にあ
ふれ、今時なかなか信頼されません。大手ゼネコンをはじめ、
これまで多数の広告が作られてきましたが、結果として課
題は残ったままだったのではないでしょうか。

おそらく、人びとが抱くイメージを変えるには、見栄えだ
けを変えても難しい。自分たちのイメージを変えるには、
自分たちが本当に変わること、より良くなろうとする姿勢
を示すことだと考えたのです。

層別の切り口

同じ星をみつめる
では、一人ひとり、考え方やイメージが異なる中で、私た
ちはどのように変わっていけばよいのでしょうか。

まずは、社会の中で自分たちはどういった存在か、これか
らどうなりたいかといった価値観や理想像を話し合い、未
来に向けて共通の目標を掲げること。そして目標達成に向
けた具体的な行動を計画し、段階的に実行していくことで
す。そうした取り組みを重ねる中で、仲間同士の連帯がいっ
そう深まり、毎日の働き方に意義が生まれ、生産性やサー
ビスの質も高まっていくと考えました。

3つの視点で考える
建設業で働くことを呼びかける場合、「地図に残る仕事」「人
びとのために役立つ」といった表現は、どこまで刺さるで
しょうか。大きな夢や社会貢献を志す人には共感を高める
一方、生活を第一に考える人や、キャリアステップを描く
人には、響きづらいかもしれません。

そこで、多様な人びとの興味に即して建設業をアピールで
きるよう、マズローの欲求段階説に紐づけて「安定」「成長」
「貢献」の３つの視点で考えたいと思いました。そしてそれ
は、求人目的だけではなく、私たち自身の働き方を見直す
意味からも大切な視点だと思います。

一人ひとりが、伝道者
私たちで話し合い、私たちの理想を掲げ、私たちで計画・
実行していく…そのような「私たちの姿」は、人びとに対
しリアリティをともなって、共感や興味を喚起するのでは
ないかと期待します。

そして、私たちが主体であるからこそ、誰よりも私たち自
身が自らの言葉で、私たちの価値や魅力を人びとに伝える
ことができるのです。新聞や雑誌、YouTube、SNS 等は、
あくまで何かを伝える「媒体」でしかありません。大切な
のは「何を伝えるか」。その答えを私たち一人ひとりが持て
るようになるのです。

栃木県建設業協会の両面見開き広告を令和３年１月22日付け下 野新聞に掲載いたしました。内容は「建設業進化論」をテーマ
に、「安定」「成長」「貢献」の３つの切り口で、私たちの技 術向上や環境整備を訴求し、栃木県の建設業のイメージアップ
や担い手確保を促進するものです。「建設業進化論」および３ つの切り口が、どのような考えから導き出されたのか、ここに
ご紹介します。


